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I. はじめに 

 本件は、被上告人（原告、控訴人）自らが著作者でありかつ著作権を有する写真（以

下「本件写真」という。）について、SNS サイトであるツイッター上で無断でなされた

ツイート及びそのリツイート行為を通じた投稿により、本件写真に係る著作権（公衆送

信権）及び著作者人格権（同一性保持権、氏名表示権）を侵害されたとして、ツイッター

を運営する上告人に対し、特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及び発信者情

報の開示に関する法律（以下「プロバイダ責任制限法」という。）4 条 1項に基づき、当

該投稿に係る発信者情報の開示を求めた事案である。 

この点、地裁においては、リツイート者については、リツイートによりいわゆるリン

クを張る行為に過ぎない点をふまえ、著作権（複製権・公衆送信権）侵害及び著作者人

格権（同一性保持権・氏名表示権）共に認めなかったのに対し、高裁においては、リツ

イート行為の結果、元のツイート画像がトリミングされ、表示が変わり、氏名部分が表

示されなくなった点をふまえ、著作者人格権（同一性保持権及び氏名表示権）侵害を認

めた。 

最高裁においては、上告理由のうち、氏名表示権侵害のみが取り上げられ、著作権法

19 条に基づく非侵害の主張はいずれも認められなかった。 

本事案は、ツイッターという SNS におけるリツイート行為という、ユーザーが一般

的に行う行為の結果、著作者人格権侵害が認められた事案であり、結論については様々

な意見が出されている。また、発信者情報開示請求訴訟という権利侵害の主体とされる

リツイート者が訴訟手続きに参加しない訴訟において、侵害行為の有無について十分な

攻撃防御方法がつくされるのかという、同訴訟の手続き上の制約による問題点も指摘さ

れている。 
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